
倉羅橋  現況橋梁復元図

側 面 図
S= 1 / 1 0 0

橋　　長 7.026m（実測値） ※橋梁点検報告書7.000m

既設橋梁諸元

路 線 名 一般国道193号

道路規格 第3種第4級相当

設計荷重 TL- 20  ※橋梁点検報告書より

形
　

式

上部工

下部工

単純RC床版橋

使
用
材
料

上部工

コン クリー ト

重力式橋台 ※橋梁点検報告書より

鉄　 　　　 筋

橋梁等級

橋 梁 名 倉羅橋

道路幅員 地覆0.350+有効幅員6.000+地覆0.350=6.700m
※実測値：地覆0.350+有効幅員6.012～5.969+地覆0.350=6.712～6.669m

架橋年度 1973年（昭和48年）※橋梁台帳より

適用基準書

基　礎 直接基礎　※橋梁点検報告書より

当初σck=不明 ※S31コンクリート標準示方書に規定なし
σck=59. 2N/m m2 ※現地試験より推定

交差物件 倉羅谷川（管理者：吉野川市）

鋼道路橋設計示方書（1956年(昭和31年)）※橋梁点検報告書より
（鉄筋）コンクリート標準示方書（1956年(昭和31年)）

倉羅橋 現況橋 梁復元図

一等橋 ※架橋年度からの推定

下 部 工 断 面 図
S = 1 / 1 0 0

A 1 橋 台 A 2 橋 台
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DL=390.00

395.00

400.00

405.00

GH=398.556 GH=399.161

当初SS49o rSS5 0 ※S31コンクリート標準示方書より
棒鋼（σsa=140N/ mm2）

下部工

コン クリー ト

鉄　 　　　 筋

当初σck=不明 ※S31コンクリート標準示方書に規定なし
σck=34. 9N/m m2 ※現地試験より推定

当初SS49o rSS5 0 ※S31コンクリート標準示方書より
棒鋼（σsa=140N/ mm2）
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平 面 図
S= 1 / 1 0 0
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※道路中心線上
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工 事名

路線 名等

工事 箇所

図 面名

縮 尺

会 社名

事業 者名

図面番号図 示

徳島県吉野川県土整 備事務所

吉 野川市美 郷字倉羅

一般国道 １９３号 （倉羅橋 ）

Ｒ８吉土 　国道１９３号（ 倉羅橋）

吉・美郷倉羅　 橋梁補修工事

上 部 工 断 面 図
S = 1 / 5 0

3 5 0 6 0 1 2～ 5 9 6 9 3 5 0

6 7 1 2～ 6 6 6 9
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側 面 図
S= 1 / 1 0 0

下 部 工 断 面 図
S = 1 / 1 0 0

A 1 橋 台 A 2 橋 台
GH=398.556 GH=399.161

点  名 X座標 Y座標 Z座標

A-1 400.000 400.000 400.000

A-2 419.439 400.000 397.971

A-3 433.532 393.954 396.831
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平 面 図
S= 1 / 1 0 0

補修 計画一 般図

補修工種一覧

伸縮装置補修工

上部工補修工（床版-地覆）
断面修復工（ポリマーセメントモルタル）
表面含浸工（シラン系）

橋面舗装補修工

防護柵補修工

アスファルト舗装打替工（t=50mm）
塗膜系防水工（ドレーン材設置）

埋設ジョイント新設

再塗装工
防護柵取付材取替（ボルト-ナット）

下部工補修工
断面修復工（ポリマーセメントモルタル）
洗掘対策工（根継工）

補 修計画一般図

取合部ガードレール補修工 ガードレール取替工（破損部のみ）

上部工補修工

（断面修復工）

（表面含浸工）

下部工補修工

（断面修復工）

（洗掘対策工）

橋面舗装補修 工

（アスファルト舗装t = 5 0 m m）

防護柵 補修工

（再塗 装工）

（防護 柵取付材取替）
取合部ガードレール補修工

（破損部ガードレール取替）

伸縮装置補修工

（埋設ジョイント）

橋面舗 装補修 工

（アスファルト舗装t = 5 0 m m）

防護柵補修工

（再塗装工）

（防護柵取 付材取替）

取合部ガードレール補修工

（破損部ガードレール取替）

伸縮装置補修工

（埋設ジョイント）

下部 工補修工

（断面 修復工 ）

（洗掘 対策工 ）
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工 事名

路線 名等

工事 箇所

図 面名

縮 尺

会 社名

事業 者名

図面番号図 示

徳島県吉野川県土整 備事務所

吉 野川市美 郷字倉羅

一般国道 １９３号 （倉羅橋 ）

Ｒ８吉土 　国道１９３号（ 倉羅橋）

吉・美郷倉羅　 橋梁補修工事

上 部 工 断 面 図
S = 1 / 5 0

3 5 0 6 0 1 2～ 5 9 6 9 3 5 0

6 7 1 2～ 6 6 6 9

アスファルト 舗装

t = 5 0 m m

上部 工補修工

（断面 修復工 ）

（表面 含浸工 ）

防護 柵補修工

（再 塗装工）

（防 護柵取付 材取替）

橋面 舗装補修 工

（アスファルト舗装t = 5 0 m m）
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断面修復工詳細図 S=1: 5
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断面修 復工(ポリマー セメント モルタル）

カッタ ー工

（深さ1 0 m m ）
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床 版鉄筋

表面含浸工詳細図

下地 処理

S=1:5

　＜施工手順＞
　　1.カッター工
　　　深さ10mm程度の切込みを入れる。
　　2.はつり工
　　　はつり作業は健全なコンクリートへの影響を避けるため、ピックハンマ
　　　等により慎重に作業を行い、作業後には周辺部に浮きが生じていないこ
　　　とを確認する。
　　　はつり範囲は原則として「計画図」に示す範囲とするが、劣化部が確認
　　　された場合は、状況に応じて範囲を拡げること。
　　3.鉄筋錆除去工
　　　鉄筋のケレン作業を行う。
　　4.鉄筋防錆処理工
　　　既設鉄筋に防錆材を塗布する。
　　5.表面含浸工
　　　シラン系表面含浸材にて表面含浸処理を行う。
　　　※使用材料は監督員に確認の上決定すること。
　　　※塗布面の状況に応じて、施工方法,塗布回数,施工間隔等を設定すること。
　　　※塗布面を十分に清掃し、使用製品に応じた含浸処理を行うこと。
    6.断面修復工
　　　ポリマーセメントモルタル（乾式吹付工法）にて断面修復を行う。
　　　※使用材料は監督員に確認の上決定すること。
　　　※1層あたりの施工厚さはモルタルの付着性,材料特性を考慮して設定すること。
　　　※鉄筋の背面に空隙を残さないよう注意すること。

表面含浸工（ シラン系 ）

シラン系 表面含浸 材

上 部工 補修計画図

S = 1 : 3 0

補修数量表-2（断面修復工）

※断面修復の 補修厚さは、t = 5 0 m m とする。

補修数量表-1（カッター工）

※カッター工の施工深さは、t = 1 0 m m とする。

補修数量表-3（表面含浸工）
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上 方 か ら の 鳥 瞰 平 面 図

側面

側面

A1 A2

上 流 側

下 流 側

倉
羅

谷
川

D1:断面修復工
A=0.70*0.50=0.35m2 D2:断面修復工

A=0.20*0.30=0.06m2

D3:断面修復工
A=0.40*1.60=0.64m2

D4:断面修復工
A=0.40*0.20=0.08m2 D5:断面修復工

A=0.40*0.20=0.08m2

D6:断面修復工
A=0.20*1.60=0.32m2

D7:断面修復工
A=0.30*0.30=0.09m2

D8:断面修復工
A=0.60*0.20=0.12m2

H2:表面含侵工
(0.60+0.35+0.10)*7.03=7.38m2

H3:表面含侵工
(0.60+0.35+0.10)*7.03=7.38m2

補修箇所

 D1：0.7*2+0.5*2

 D2：0.2+0.3*2

 D3：0.4*2+1.6

 D4：0.4+0.2

 D5：0.4*2+0.2

 D6：0.2*2+1.6

 D7：0.3*3

 D8

カッター工延長　合計　L= 10.70m 

施工延長

2.40m 

0.80m 

2.40m 

0.60m 

1.00m 

2.00m 

0.90m 

0.60m 

補修箇所

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

D8

断面修復工断面積　合計　A= 1.74m2 

補修断面形状

0.70*0.50 

0.20*0.30 

0.40*1.60 

0.40*0.20 

0.40*0.20 

0.20*1.60 

0.30*0.30 

0.60*0.20 

補修断面積

0.35m2 

0.06m2 

0.64m2 

0.08m2 

0.08m2 

0.32m2 

0.09m2 

0.12m2 

補修箇所

H1

H2

H3

表面含侵工面積　合計　A= 55.90m2 

 6.69*6.15

(0.60+0.35+0.10)*7.03

(0.60+0.35+0.10)*7.03

補修断面積

41.14m2

7.38m2

7.38m2

3 0

1
0
0

水切工 (プ ラスチック面木)

△ 2 0 * 2 0 , L = 6 . 1 5 * 2 = 1 2 . 3 m

水切工(プラスチック面木 )

△ 2 0 * 2 0 , L = 6 . 1 5 * 2 = 1 2 . 3 m

6150

H1:表面含侵工
6.69*6.15=41.14m2

上 部工補修計画図

工 事名

路線 名等

工事 箇所

図 面名

縮 尺

会 社名

事業 者名

図面番号 3　 / 　 6図  示

徳島県吉野川県土整 備事務所

吉 野川市美 郷字倉羅

一般国道 １９３号 （倉羅橋 ）

Ｒ８吉土 　国道１９３号（ 倉羅橋）

吉・美郷倉羅　 橋梁補修工事
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断面修復工詳細図 S=1: 5

　 t = 5 c m

計画は つり深 さ

カッ ター工

（深さ1 0 m m ）

コンク リートはつり工

断面修 復工　　

(ポリマー セメントモルタル）

溶接金網

（ φ 2 . 6 * 1 0 0 * 1 0 0 ）

　＜施工手順＞
　　1.カッター工
　　　深さ10mm程度の切込みを入れる。
　　2.はつり工
　　　はつり作業は健全なコンクリートへの影響を避けるため、ピックハンマ
　　　等により慎重に作業を行い、作業後には周辺部に浮きが生じていないこ
　　　とを確認する。
　　　はつり範囲は原則として「計画図」に示す範囲とするが、劣化部が確認
　　　された場合は、状況に応じて範囲を拡げること。
　　　※設計数量の算出は5cmとしている。
　　3.プライマー工（断面修復工）
　　　表面（はつり面）を十分に乾燥させたたうえでプライマーを塗布し、
　　　接着面の付着性を確保すること。
　　4.断面修復工
　　　ポリマーセメントモルタルにて断面修復を行う。
　　　※使用材料は監督員に確認の上決定すること。
　　　※一層あたりの施工厚さはモルタルの付着性、材料特性等を考慮して
　　　　設定すること。
　　　※ハツリ後に既設鉄筋が存在していて腐蝕が確認された場合には、既設
　　　　鉄筋をケレンして防錆材を塗布すること。

下 部工補修計画図 ( 1 )

　 A 1 橋 台
（ 右 岸 側 ）

補修数量表-2（断面修復工）

※断面修復の補修厚さは、 t = 5 0 m m とする。

補修数量表-3（断面修復用プライマー工）補修数量表-1（カッター工）

※カッター工の施工深さは、 t = 1 0 m m とする。

S = 1 : 3 0

上流側

R

As

下流側

D1：断面修復工
A=2.00*0.10=0.20m2

土嚢
(2+12+2)*3段=48袋

D2:断面修復工
A=0.90*7.10=6.40m2

D3:断面修復工
A=2.00*0.20=0.40m2

D4:断面修復工
A=0.80*0.20=0.16m2

補修箇所

 D1：2.0+0.1*2

 D2：0.9+7.1*2

 D3：2.0+0.2*2

 D4：0.8+0.2*2

カッター工延長　合計　L=20.90m 

施工延長

2.20m 

15.10m 

2.40m 

1.20m 

補修箇所

D1

D2

D3

D4

断面修復工断面積　合計　A=7.16m2 

補修断面形状

2.00*0.10 

0.90*7.10 

2.00*0.20 

0.80*0.20 

補修断面積

0.20m2 

6.40m2 

0.40m2 

0.16m2 

補修箇所

表面(補修数量表-2より)

側面(補修数量表-1より)　20.90m*0.05m

断面修復用プライマー工面積　合計　A=8.21m2 

補修断面積

7.16m2 

1.05m2 

下部 工補修計画図 ( 1 )

工 事名

路線 名等

工事 箇所

図 面名

縮 尺

会 社名

事業 者名

図面番号 4　 / 　 6図  示

徳島県吉野川県土整 備事務所

吉 野川市美 郷字倉羅

一般国道 １９３号 （倉羅橋 ）

Ｒ８吉土 　国道１９３号（ 倉羅橋）

吉・美郷倉羅　 橋梁補修工事
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当初設計図面



断面修復工詳細図 S=1:5

　 t = 5 c m

計画は つり深さ

カッタ ー工

（深さ1 0 m m ）

コンクリートは つり工

断面修復工　　

( ポリマーセメントモ ルタル）

溶接金 網

（ φ 2 . 6 * 1 0 0 * 1 0 0 ）

　＜施工手順＞
　　1.カッター工
　　　深さ10mm程度の切込みを入れる。
　　2.はつり工
　　　はつり作業は健全なコンクリートへの影響を避けるため、ピックハンマ
　　　等により慎重に作業を行い、作業後には周辺部に浮きが生じていないこ
　　　とを確認する。
　　　はつり範囲は原則として「計画図」に示す範囲とするが、劣化部が確認
　　　された場合は、状況に応じて範囲を拡げること。
　　　※設計数量の算出は5cmとしている。
　　3.プライマー工（断面修復工）
　　　表面（はつり面）を十分に乾燥させたたうえでプライマーを塗布し、
　　　接着面の付着性を確保すること。
　　4.断面修復工
　　　ポリマーセメントモルタルにて断面修復を行う。
　　　※使用材料は監督員に確認の上決定すること。
　　　※一層あたりの施工厚さはモルタルの付着性、材料特性等を考慮して
　　　　設定すること。
　　　※ハツリ後に既設鉄筋が存在していて腐蝕が確認された場合には、既設
　　　　鉄筋をケレンして防錆材を塗布すること。

下 部工補修計画図 ( 2 )

　 A 2 橋 台
（ 左 岸側 ）

補修数量表-2（断面修復工）

※断面修復の補修厚さは、t = 5 0 m m とする。

補修数量表-3（断面修復用プライマー工）補修数量表-1（カッター工）

※カッター工の施工深さは、t = 1 0 m m とする。

S = 1 : 3 0
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6750

D1：断面修復工
A=0.30*0.50=0.15m2

D2：断面修復工
A=0.20*0.40=0.08m2

D3：断面修復工
A=0.80*0.20=0.16m2

D4：断面修復工
A=1.30*0.20=0.26m2

D5：断面修復工
A=1.30*0.10=0.13m2

補修箇所

 D1：0.3+0.5

 D2：0.2+0.4*2

 D3：0.8+0.2

 D4：1.3+0.2*2

 D5：1.3+0.1*2

カッター工延長　合計　L= 6.00m 

施工延長

0.80m 

1.00m 

1.00m 

1.70m 

1.50m 

補修箇所

D1

D2

D3

D4

D5

断面修復工断面積　合計　A= 0.78m2 

補修断面形状

0.30*0.50 

0.20*0.40 

0.80*0.20 

1.30*0.20 

1.30*0.10 

補修断面積

0.15m2 

0.08m2 

0.16m2 

0.26m2 

0.13m2 

補修箇所

 表面（補修数量表-2より）

 側面（補修数量表-1より）　6.00m*0.05m

断面修復用プライマー工面積　合計　A= 1.08m2 

補修断面積

0.78m2 

0.30m2 

根継工（σck=18N/mm2）

根継工(σck=18N/mm2)
A=(1.50+1.10)*0.40=1.04m2

洗掘部
A=0.10m2

床掘A=1.20m3
埋戻A=0.80m3

5
0
0

6
0
0

4
0
0

1
0
0

400 1100

1500

補修数量表-4（根継工）

コンクリート

型枠

床掘

埋戻（発生土）

残土

補修形状

 (1.04+0.10)*1.50

(1.50*1.50)+(1.04+0.10+1.04)=4.43

CAD計測

CAD計測

1.20-0.80

補修体積

1.71m3 

4.50m2 

1.20m3

0.80m3

0.40m3

100

1500

土嚢
(2+5+2)*3段=27袋

下部 工補修計画図 ( 2 )

工 事名

路線 名等

工事 箇所

図 面名

縮 尺

会 社名

事業 者名

図面番号 5　 / 　 6図  示

徳島県吉野川県土整 備事務所

吉 野川市美 郷字倉羅

一般国道 １９３号 （倉羅橋 ）

Ｒ８吉土 　国道１９３号（ 倉羅橋）

吉・美郷倉羅　 橋梁補修工事

3.0

当初設計図面



上 方か ら の 鳥 瞰 平 面 図

橋面補 修計画図

縦 断 勾 配

横
断

勾
配

7 0 3 0

A1 A2

1000

取合部ガードレール取替え

（ビーム：L = 4 3 3 0  ※曲げ加工品）

取合部ガードレール取替え

（袖ビーム：1 箇所）

S = 1 : 3 0

取合部 ガードレール取替え

（袖ビー ム：1 箇所）

取合 部ガード レール取 替え

（ビーム ：L = 4 3 3 0  ※曲げ加工品）

取合部ガードレール取替え

（ビーム：L = 2 3 6 0  ※曲 げ加工品）

取合部ガー ドレール取替え

（袖ビーム： 1箇所）

取合部 ガードレ ール取替え

（袖ビーム：1箇所）
取合部ガードレール取替え

（袖ビーム：1箇所）

スラブドレーン

床版孔明(φ50mm)

D1:断面修復工
A=0.10*0.20=0.02m2

橋面防水工

（塗膜系）

舗装打換工 t = 5 0 m m

※再生密粒度アスコン（ 1 3 ）

3
5
0

3
5
0

スラブドレーン

フレキシブルチューブ

5
9
9
0

アスファルト舗装：6 6 3 0

埋
設
ジ
ョ
イ
ン
ト

埋
設
ジ
ョ
イ
ン
ト

スパイラルパイプφ1 5 （ S U S 3 0 4 ） , L = 6 . 2 m

橋面 補修計 画図

工 事名

路線 名等

工事 箇所

図 面名

縮 尺

会 社名

事業 者名

図面番号 6　 / 　 6図  示

徳島県吉野川県土整 備事務所

吉 野川市美 郷字倉羅

一般国道 １９３号 （倉羅橋 ）

Ｒ８吉土 　国道１９３号（ 倉羅橋）

吉・美郷倉羅　 橋梁補修工事

端部処理（メッシュシート）

アスファルト材塗布（貼付用）

橋面防水工（塗膜系）

5
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設

床
版
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5
0

既
設

床
版

厚
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伸
縮

部

（ S U S 3 0 4）
吊金具

エポキシ樹脂充填

ゴムパッキン

ナット

φ1 0 0 コア抜き

φ5 0 コア抜き

排 水 導水 管
S = 1 / 1 0

防 護 柵 詳 細 図
S = 1 / 1 0

〔 橋 梁 部 〕

取替え（M 2 2 ナット+ M 2 4 ワッシャー）

※亜鉛 メッキ 仕様

N = 8 基 * 4 個 = 3 2 個

天端L = 0 . 2 4 5 m

羽板 L = 0 . 4 3 0 m

※表 -裏

高欄塗装面積：A ≒ 1 3 . 0 0 m 2

支柱φ1 1 4

支柱A = 0 . 3 0 0 m 2 /基

橋梁部ガード レール再塗装面積

　天板：0 . 2 4 5 m * 7 . 0 3 m * 2 = 3 . 4 4 0 m 2

　羽板：0 . 4 3 0 m * 7 . 0 3 m * 2 = 6 . 0 5 0 m 2

　支柱：0 . 3 0 0 m 2 * 4基 * 2 =  2 . 4 0 0 m 2

　リブ：0 . 0 3 5 m 2 * 4基 * 2 =  0 . 2 8 0 m 2

　再塗装面積：A = 1 2 . 1 7 0 m 2 ≒ 1 3 . 0 m 2

1 5 0

3
5
0

3
0
0

取 合 部 ガ ー ド レ ー ル
S = 1 / 1 0

土工部ガー ドレール部材取替 え数量

　ビーム　：N = 3 箇所（L 4 3 3 0 * 2 , L 2 3 6 0 * 1  ※ 曲げ加工品）

　袖ビーム： N = 5 箇所

G r - C - 2 B

補 修 数 量 表 （ 断 面 修 復 工 ）
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カッタ ー工

深さ1 0 m m
腐食鉄筋ケレン

鉄筋防錆処理

コンク リートはつり工

断面修 復工　　

( ポリマーセ メントモ ルタル）

注記)  1 . 断面修復 範囲について

　　　　上記図面の 範囲を基本 とするが、 それ以外 の箇所にお いても、コ ンクリート

　　　　の劣化が認 められる箇 所は、同様 に劣化部 を除去し断 面修復を行 うこと。

　　　2 . はつり深さについて

　　　　鉄筋位置に おいて内部 鉄筋腐食が 確認され た場合は、 腐食鉄筋の ケレン作業

　 　 　 　 が 確 実 に 行 え る 位 置 ま で は つ る こ と 。

　　　　設計 数量の算出 は1 2 c m としている 。

　

断 面 修復 工 詳 細 図 （ 地 覆 部 ）
S = 1 / 5

補修箇 所

D 1

断面修復工体積　合計　A =  0 . 0 0 2 m 3  

補修 断面形状

 0 . 1 0 * 0 . 2 0 * 0 . 1 2

補修断 面積

0 . 0 0 2 m 3  

使 用材料

 ポリ マーセメ ント

 モ ルタル

施工方 法

左官工 法
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当初設計図面

チューブ

ドレーン材　φ1 5


